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AHpを利用した  

マレーシア農村開発プロジェクトの参加型意志決定  
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調査団はまず現状の把握につとめ、ポテンシャルとその  

阻害要因の分析を行って4本柱の開発戦略（教育／普及・  

生産加工。マーケティげ。支援機閲強化）に則ってパイロット。  

プロジェクトの候補をリストアップした（次頁・表・2参照）。  

この調査の過程で、関連機関職員の指示待ち姿勢やプラン  

ニング経験の不足が、事業継続に欠かせないモチベーショ  

ンに影野していることが観察された。そこで、パイロッ  

ト。プロジェクトの計画段階からの関与を促し、オーナー  

シップ醸成を目的として、AHP活用を試みた。   

3．パイロット。プロジェクトの選定プロセス   

調査団の行ったパイロットプロジェクトの決定プロセ  

スは以下の通りである。  

1）サバ州側と調査団によるハ○ィロツげロシ●ェクト案作成   

2）評価基準の決定   

3）評価基準に対するサバ州側と調査団の重み付け   

4）重み付け結果の分析。評価   

5）優先順位付けのためのワークショップ開催   

6）優先順位の決定   

パイロット。プロジェクト案（20件）は、用紙に（ヨタ  

イトル、②背景と目的、③実施機関、④対象地域、⑤、受  

益者、⑥活動内容、⑦必要資機材、⑧コスト、⑨スケジュ  

ールを記入し、評価基準は開発目標を元に、調査団が以下  

のように提案した。  

真一1パイロットプロジェクトの評価基準  

1．はじめに  

19世紀以降先進国では民主的な議会制が発展したが、  

植民地時代から脱却した多くの発展途上国は依然として  

軍事独裁や専制君主的なトップダウン方式のリーダーシ  

ップによって社会経済開発を行ってきた。トップが独断的  

に決める意志決定のスピードは速く、命令系統も上から下  

へと一方通行に流れていくため、援助する側にとっても、  

物事を遅延なく進めるのに便利であった。   

しかし、トップダウン社会は政権交代とともに力関係が  

ドラスティックに変化してしまうことから、混乱・暴動。  

内戦などに発展する場合がある。同様に、政治的背景で決  

定されたプロジェクトは、政権の交代とともに頓挫するこ  

とがある。国際協力プロジェクトも、政権交代で突然先行  

きが不透明になったり、大幅変更を迫られたりすることが  

少なくなかった【l】。   

このような苦い経験によって、国際協力の現場では、持  

続性が大きく議論されるようになった。「政治家Aが力で  

持ってきた案件」ではなく、現地政府。住民が一緒になっ  

て作った案件だという意識がなくては、持続的発展には繋  

がらない。これからは、プロジェクトに参加する誰もが「自  

分の意見も採り入れられたと感じさせるような人間惟」や、  

「説明賓任を果たす明確なロジック」が望まれていると言  

える。   

マレーシアは長期政権で経済成長を実現してきたが、地  

方自治体は従属的立場に甘んじてきた。ここで紹介する  

「サバ州農村女性地位向上計画調査」は、パイロット・プ  

ロジェクトの選定にAHP（階層分析法）を活用し、参加意  

識と論理的展開を組み合わせることでオーナーシップの  

ある持続的プロジェクトを試みた事例である【2】。   

2．開発調査の概要   

㈱コーエイ総合研究所は国際協力機構（調CA）の委託を  

受け2002年2月から2004年2月にかけて「サバ州農村  

女性地位向上計画調査」を実施した。本開発調査は、起業  

活動による収入向上を通じたサバ州全域の農村女件の地  

位向上を図るためのマスタープランを作成し、関係機関へ  

の技術移転を図ることを目的としていた。開発調査期間中  

のパイロット。プロジェクトでは、実践による技術移転と、  

実現可能なマスタープランへの教訓修得が求められた。  

遊定の視点   具体的選定項目   

1．上位目標  

との妥当性  

（農村女性の  

活勒強化）   

2．プロジェク  

ト実施による  

波及効果、  

持続性   2－4周辺地域／分野に波及効果はあるか？   

3．プロジュク  

トの実施可  

能性、効率  

性   3－4受益者の協力をえられるか？   

4，実施機関  

の能力・熱意   

4－3 実施機関側のニーズは高いか？   
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関係者による会議の席を利用して評価基準の一対比較  

を行い、調査団が集計・分析した。   

後日、調査団側が評価基準の重み付けの特色として、日  

本側とサバ州側の認識の違い等について分析結果を公表  

した。   

20件に及ぶプロジェクト案については、ワークショッ  

プの参加者に絶対評価法【3】の採点表を配布し、プロジェク  

ト起案者による説明を聞きながら各人がまず採点した。そ  

の後、ファシリテ一夕がフロアからの意見を聞き、ディス  

カッションを促しながら、カードを使って視覚的効果を狙  

った採点を行った。  

また、パイロット・プロジェクトの優先順位と評価の得  

点は表・2の通りであった。  

表・2 パイロット・プロジェクトの採点結果  

順   プロジェクト名   得点   

口  シ●エンデー配慮による計画作成・モニタリけ体制強化  0．317   

2  遠隔地農村女性への啓蒙・教育活動拡充   0．302   

3  ジャムと蜂蜜包装容器改善による市場拡大   0．298   

4  マイクロ・ファイナンス事業の効果拡大   0．296   

5  未利用資源及び廃材活用   0．273   

6  工芸品推進のための関連機関連携強化   0．262   

7  地鶏生産   0．254   

8  既存公設市場（タム）機能改善   0．247   

9  巡回ワンストップ・センター創設   0．243   

10  海草蓑殖・加工   0．242   

円  クダット観光開発に沿った地場製品版路拡大  0．234   

12  農村女性地位向上のための連携体制強化   0．227   

13  シ’エンデー配慮推進のためのネットワづ構築   0．224   

14  フィッシュ・クラッカー加工センター設置   0．216   

15  農村女性の起業活動に関する広報活動強化   0．207   

16  サバ特産品マーケット設立推進   0．202   

17  石鹸製造を通じた生活環境改善   0．196   

18  農村マイクロ・ビジネス推進のための会議開催  0．193   

19  農村住民からの農村女性起業への理解向上   0．186   

20  オイル・パームの菓を利用した畜牛飼料生産   0．135   

5．結論  

評価基準の重み付け過程で、関係者の開発目標や期待さ  

れる効果に関する合意確認ができた。具体的なイメージが  

沸きにくい候補案件に関しては、意見のばらつきがあった。  

相反する意見に対しては、プロジェクトの発案者が補足説  

明をしながら合意形成を進めていくことができた。一方、  

候補案件を順番に採点しているため、後半になるとワーク  

ショップ参加者に疲労がみえ、平均的採点に固まる傾向が  

観察された。実践では、ファシリテ一夕ーがいかに参加者  

の集中力を維持させていくかが重要であると思われた。自  

らが意志決定に参加し、意見が反映されていることもあっ  

て、パイロット・プロジェクトは熱心に実施された。   

定量的な手法と、参加型議論の場を提供するというワー  

クショップ形式は、論理的な展開と参加者意識の醸成とい  

う2つの効用があり、今後も現場での使用が期待される。  
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図－1 カードを利用した参加型手法による採点  

4．グループAHP絶対評価法の結果   

選定基準の重み付け結果は図・2のようになった。波及  

効果が最も重視され、特にサバ側が貧困削減に重きを置い  

ていることがわかった。日本側調査団は、むしろ実施機関  

側の熱意を重視していた。  
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図－2 選定基準の重み付け結果  
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